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　４月10 日～23日、日本さくら名所100 選の地である静峰ふるさと公園
で「2025 八重桜まつり」が開催されました。また、４月 20 日には、園内
の水上ステージで、市文化協会所属団体による発表や伝統芸能、キッズダ
ンス、よさこいソーランの演舞などが披露されました。
　よさこいソーランの饗宴では 16 のチームが参加し、多彩な踊り手が、
それぞれの特色を出した踊りを披露し、会場は大いに盛り上がりました。
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　八重桜まつりの会場となった静
峰ふるさと公園には、八重桜が約
2,000本、ソメイヨシノが約200本
植えられています。桜のほかにも、
ツツジ、アジサイ、ウメ、モミジ
などが植えられており、季節ごと
に植物をご覧いただけます。

　官学連携事業で常磐
大学の学生ボランティ
ア 9 人が、約 600 個
の LED ライトを使っ
たタンブラーアートを
作成し、公園をきれい
に彩りました。

（静 1720‐1）

　幼児用遊具、健康器具、親水施
設、ノルディックウォーキング
コース、グラウンド・ゴルフ場、
バーベキュー施設も整備されてお
り、年間を通して多世代で楽しめ
る公園です。

静峰ふるさと公園
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問環境課環境Ｇ　☎ 029‐298‐1111

近年、地球温暖化による気候変動などが深刻化しており、
地球温暖化を防止するため、温室効果ガスの排出量を実質ゼ
ロにするカーボンニュートラルを目指す動きが、日本を含め
た世界各国で加速しています。
市においても、カーボンニュートラル実現に向け、この度、

「市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」を策定しました。

市の温室効果ガス排出量について、省エネ、再エネなどの取り組みに基づく排出
量の推移を推計し、それを基に温室効果ガス排出量の削減目標を定めました。
2013年度と比べて、2030年度においては 46％の削減、2050年度においては
100％の削減を目指します。

地球温暖化対策
実行計画
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2013年度排出量

温室効果ガス排出量の将来推計と削減目標

那珂市全域対象地域

計画期間 令和７年度～ 12年度

将来像 豊かな自然と持続可能な暮らしを未来につなぐ

【基準年度】 【現状値】 【目標年度】

省エネ、再エネなどの取り組み
吸収源による削減や環境価値取引による削減

【長期目標】
2021年度排出量 2030年度排出量 2050年度排出量
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2013年度比

46％削減
2013年度比

100％削減

区域施策編
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⃝節電や節水を心掛けましょう。
⃝冷暖房機器は、適切な温度設定を行いましょう。
⃝新築やリフォームの際は、環境面に配慮しましょう。
⃝省エネ性能を考慮した家電や機器を選びましょう。
⃝外出時は、徒歩や自転車、公共交通機関を利用しましょう。
⃝エコドライブを心掛けましょう。
⃝ノーマイカー通勤やエコ通勤を行いましょう。
⃝省エネ診断を受診し、暮らし方の見直しを行いましょう。
⃝クールビズ、ウォームビズを推進しましょう。

⃝食品ロスの削減に取り組みましょう。
⃝資源を有効活用しましょう。
⃝�生ごみ堆肥化機器を活用した堆肥化やごみの減量化を行い
ましょう。
⃝会議資料のペーパーレス化など、用紙類を削減しましょう。
⃝�生産、流通、販売時のプラスチックの使用抑制、過剰な包
装の抑制を行いましょう。

※詳細は、市ホームページをご覧ください。

省エネルギー対策の推進

総合的な地球温暖化対策

市民や事業者も一体となって、次に掲げる３つの脱炭素に向けた取り組みを行いましょう。

⃝太陽光発電設備や蓄電池などを導入しましょう。
⃝�電力契約を、再エネ由来の電気によるメニューに
　切り替えましょう。
⃝�自動車を購入する際は、温室効果ガスを出さない
　電気自動車や燃料電池車などを選びましょう。
⃝木質バイオマスストーブやボイラーを導入しましょう。

再生可能エネルギーの普及拡大

市民・事業者の取り組み



那珂市長
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「道の駅」
那珂市の未来をつくる

問道の駅整備課　☎ 029‐298‐1111

令和７年３月に施設設計やコンセプト、運営
方針の具体案などを取りまとめた基本設計を策定
しました。詳細は、ホームページをご覧ください。

基本設計について

この道の駅は、那珂市の「未来
への投資」です。
私たちのまちの良さを再発見
し、それを多くの人に伝える場所
となります。
地域の皆さんとともに、誇りと
魅力あふれる場所に育てていきた
い。整備が進む過程にも、ぜひ関
心を持っていただき、みんなでつ
くりあげていく感覚を大切にして
いきたい、と考えています。
道の駅を通じて、那珂市の未来
をともに創っていきましょう。

▶今後も道の駅の情報をお伝えしていきます！

市長メッセージ

市長が語る
その意義と想い

自然と調和した、地域の「新しい顔」として令和10年秋ごろ開業予定

道の駅は、単なる休憩所にとどまらず、観光情報の発信や地域産
品の販売などに加え、子育て世代や高齢者も安心して立ち寄れる「地
域の交流拠点」として、全国で新たな展開が進んでいます。最近で
は防災や子育て支援など、多様な役割を果たす施設が増えており、
那珂市においても多世代が楽しめる道の駅の整備を進めています。

道の駅とは？

道の駅の整備は、観光振興だけでなく、地元経済の活性化や雇用
の創出にもつながります。そして、地域の農畜産物や加工品など、「地
元の誇れる資源」を発信する場としても重要な役割を担います。
災害時には情報発信や物資供給の拠点としても期待されており、
安心・安全を支える機能も備える予定です。
さらに、子育て世代にも利用しやすい環境を整えることで、地域
全体での子育て支援にもつなげます。
観光で訪れる人にとっては、地域の魅力を知る入口となり、地元
に暮らす人にとっては、日常の中にちょっと嬉しい「プラス」があ
る、そんな場所を目指しています。

地域にもたらす効果
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相
談

お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

く
ら
し

空
き
家
無
料
相
談
会

日
時
▼
６
月
26
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
相
談
は
１
組
30
分
程
度

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
２
階
講
座
室

対
象
者
▼
市
内
に
あ
る
空
き
家
、
ま
た
は

空
き
家
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
状
態

に
あ
る
も
の
の
所
有
者
（
管
理
者
）

※
業
と
し
て
管
理
す
る
か
た
は
対
象
外

相
談
内
容
▼
空
き
家
の
相
続
、
売
却
、
賃

借
、
管
理
に
関
す
る
こ
と

相
談
員
▼
司
法
書
士
、
宅
地
建
物
取
引
士

定
員
▼
４
組
程
度
（
先
着
順
）　

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
間
▼
６
月
16
日
㈪
～
23
日
㈪

※
予
約
が
な
い
場
合
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

�申
問
都
市
計
画
課
都
市
計
画
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

住
ま
い
の
相
談
会

日
時
▼
８
月
20
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
常
陸
太
田
市
役
所
３
階
大
会
議
室

（
常
陸
太
田
市
金
井
町
３
６
９
０
）

相
談
内
容
▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
疑

問
・
質
問　
相
談
員
▼
建
築
士　

費
用
▼
無
料

申
込
方
法
▼
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム（
い
ば
ら
き
電
子
申
請
・
届

出
サ
ー
ビ
ス
利
用
）

申
込
期
間
▼
７
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

�申
問
県
住
宅
課
民
間
住
宅
・
住
宅
指
導
Ｇ

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
４
７
５
５

木
造
住
宅
の
耐
震
化
支
援

無
料
相
談
会

日
時
▼
６
月
26
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
相
談
は
１
組
30
分
程
度

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
２
階
講
座
室

対
象
者
▼
市
内
の
昭
和
56
年
5
月
31
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
所
有
者

※
貸
家
と
し
て
使
用
し
て
い
る
住
宅
は
対

象
外

相
談
内
容
▼
耐
震
診
断
士
の
派
遣
、
耐
震

補
強
工
事
費
の
補
助
に
関
す
る
こ
と

※
耐
震
補
強
工
事
の
内
容
な
ど
の
専
門
的

な
相
談
は
対
象
外

定
員
▼
４
組
程
度
（
先
着
順
）　

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
間
▼
６
月
16
日
㈪
～
23
日
㈪

※
予
約
が
な
い
場
合
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

�申
問
都
市
計
画
課
開
発
指
導
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

障
が
い
者
の
暮
ら
し
の
相
談

期
日
▼

◦
視
覚
障
が
い
の
あ
る
か
た　
7
月
７
日
㈪

◦
身
体
障
が
い
の
あ
る
か
た　
7
月
14
日
㈪

◦
知
的
障
が
い
の
あ
る
か
た　
7
月
22
日
㈫

◦
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
か
た　
7
月
24
日
㈭

時
間
▼
①
午
前
９
時
～
10
時

　
　
　
②
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※
相
談
は
１
人
１
時
間
（
原
則
）

場
所
▼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

対
象
者
▼
障
が
い
の
あ
る
か
た
、
ま
た
は

そ
の
家
族

相
談
内
容
▼
障
が
い
の
あ
る
か
た
な
ど
の

日
常
生
活
・
家
族
関
係
・
人
間
関
係
の
悩

み
、
生
活
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て

相
談
員
▼
身
体
障
が
い
者
相
談
員
、知
的
障

が
い
者
相
談
員
、市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

費
用
▼
無
料
　

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
期
限
▼
相
談
日
の
７
日
前

そ
の
他
▼
相
談
日
時
・
場
所
は
調
整
可
能

で
す
。気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�申
問
市
社
会
福
祉
協
議
会
菅
谷
事
務
所

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
２
９
４
４

FAX
０
２
９
‐
２
９
８
‐
８
８
９
０�

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

　
市
農
業
委
員
会
で
は
、
食
料
の
生
産
基

盤
で
あ
る
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用

の
促
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
・
解

消
と
農
地
の
違
反
転
用
発
生
防
止
を
目
的

と
し
て
、
７
月
か
ら
市
内
の
農
地
を
対
象

に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
利
用
状
況
調
査
）を

実
施
し
ま
す
。

　
地
区
担
当
の
農
業
委
員・農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
・
農
業
委
員
会
事
務
局
な
ど

が
農
地
の
現
地
調
査
に
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

い
ぃ
那
珂
産
品

開
発
補
助
事
業

対
象
事
業
▼
市
の
風
土
に
適
合
し
、
市
の

イ
メ
ー
ジ
向
上
や
Ｐ
Ｒ
に
寄
与
す
る
新
た

な
商
品
開
発
を
行
う
も
の
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
事
業

⃝

農
畜
産
加
工
品
開
発
事
業

⃝

食
品
開
発
事
業

⃝

工
芸
品
開
発
事
業

対
象
経
費
の
例
▼

⃝

試
作
品
製
作
に
要
す
る
経
費

⃝

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
原
版
制
作
に

要
す
る
経
費

⃝

産
業
財
産
権
の
出
願
に
要
す
る
経
費

申
請
期
限
▼
６
月
16
日
㈪

※
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�申
問
商
工
観
光
課
商
工
観
光
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１
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催
し

特
定
計
量
器
定
期
検
査

は
か
り
の
定
期
検
査

　
取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り

は
、
２
年
に
１
回
必
ず
定
期
検
査
を
受
検

し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所
▼

⃝

菅
谷
地
区　
７
月
14
日
㈪

　
市
役
所（
本
庁
）東
口
玄
関
前

⃝

神
崎
・
五
台
地
区　
７
月
15
日
㈫

　
市
役
所（
本
庁
）東
口
玄
関
前

⃝

額
田
・
戸
多
・
芳
野
・
木
崎
地
区

　
７
月
16
日
㈬

　
市
役
所（
本
庁
）東
口
玄
関
前

⃝
瓜
連
地
区　
７
月
17
日
㈭

　
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
玄
関
前

時
間
▼
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
（
正

午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

検
査
対
象
▼
販
売
、
取
引
、
証
明
な
ど
の

た
め
に
重
さ（
質
量
）を
は
か
る
計
量
器

※
商
品
の
計
量
・
受
入
・
出
荷
用
、
調
剤

用
、
貴
金
属
用
、
身
体
検
査
用
な
ど

持
参
す
る
も
の
▼

⃝

は
か
り（
分
銅
、
お
も
り
も
必
ず
持
参
）

⃝

検
査
手
数
料
（
種
類
に
よ
り
料
金
が
異

な
り
ま
す
）

⃝

受
検
通
知
は
が
き
（
通
知
が
な
い
か
た

も
受
検
可
能
で
す
）

定
期
検
査
以
外
の
検
査
▼
都
合
に
よ
り
指

定
の
日
程
で
の
検
査
が
困
難
な
場
合
、
所

在
場
所
で
の
検
査
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
茨
城
県
指
定
定
期
検
査
機
関
に
よ
る

所
在
場
所
検
査
ま
た
は
計
量
士
に
よ
る
巡

回
検
査
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
㈳
茨
城
県
計
量
協
会

☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
７
９
７
３

問
県
計
量
検
定
所
指
導
課

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
２
７
６
３

問
市
商
工
観
光
課
商
工
観
光
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

令
和
７
年
度
労
働
保
険

年
度
更
新
の
申
告・

納
付
期
間

申
告
・
納
付
期
限
▼
７
月
10
日
㈭

そ
の
他
▼

⃝

雇
用
保
険
料
率
が
令
和
７
年
４
月
１
日

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

⃝

電
子
申
請
に
よ
る
申
告
書
の
作
成
・
提

出
が
で
き
ま
す
。

⃝

労
働
保
険
料
の
納
付
は
、口
座
振
替
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。保
険
料
の
引
き
落
と

し
に
最
大
約
２
か
月
ゆ
と
り
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
６
２
１
３

特
別
に
支
援
が
必
要
な
子
ど
も

の
親
子
水
泳
教
室

期
日
▼
①
７
月
20
日
㈰　

　
　
　
②
８
月
24
日
㈰

　
　
　
③
９
月
28
日
㈰

時
間
▼
午
前
９
時
15
分
～
10
時
15
分

場
所
▼
な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋｙ
Ｆ
Ｍ
公
園
屋
内

プ
ー
ル

対
象
▼
特
別
に
支
援
が
必
要
な
幼
児
～
中

学
生
と
そ
の
保
護
者

※
排
せ
つ
が
自
立
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

内
容
▼
水
遊
び
を
通
じ
て
水

に
慣
れ
親
し
む
親
子
活
動

定
員
▼
各
10
組（
２
人
１
組・

先
着
順
）

受
講
費
▼
各
回
１
組
２
０
０
円
（
保
険
費

用
な
ど
）

申
込
方
法
▼
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム（
い
ば
ら
き
電
子
申
請
・
届

出
サ
ー
ビ
ス
利
用
）

※
電
子
申
請
が
利
用
で
き
な
い
場
合
は
、

な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋｙ
Ｆ
Ｍ
公
園
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
▼
６
月
17
日
㈫
～
29
日
㈰

�申
問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

（
な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋｙ
Ｆ
Ｍ
公
園
内
）

☎
０
２
９
‐
２
９
７
‐
０
０
７
７

※
月
曜
日
休
園（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
十
二
回
特
別
弔
慰
金

対
象
者
▼
戦
没
者
な
ど
の
死

亡
当
時
の
ご
遺
族（
戦
没
者
な
ど
の
妻
、

子
、
兄
弟
姉
妹
、
甥お

い
・
姪め
い

な
ど
）
で
、
令

和
７
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）に
お
い
て
、

特
定
の
要
件
を
満
た
す
か
た
１
人

※
3
親
等
内
（
甥
、
姪
な
ど
）
は
、
戦
没

者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
に
引
き
続
き
１
年

以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
た
か
た
に
限
り

ま
す
。

※
戦
没
者
な
ど
と
の
続
柄
や
生
計
関
係
の

状
況
に
よ
り
、
優
先
順
位
が
異
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
内
容
▼
額
面
27
万
５
千
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債

請
求
方
法
▼
窓
口
受
付　

請
求
期
限
▼
令
和
10
年
３
月
31
日
㈮

※
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
第
十
二
回
特
別

弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

�申
問
社
会
福
祉
課
生
活
福
祉
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１
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６月のいぃ那珂マルシェ
毎月最終土曜日開催

◆日時　６月28日㈯午前10時～正午（荒天中止）
◆場所　ふれあいファーム芳野駐車場（鴻巣 2090）
◆内容　地元野菜などの詰め合せＢＯＸ（予約制）や
　　　　地元の農畜産物などの産品の販売（当日販売）
◆申込方法　申し込みフォーム（市ホームページ内）
◆申込期間　６月20日㈮～24日㈫
◆主催　アグリビジネスネットワーク「フェルミエ那珂」
�申問農政課農業振興Ｇ
☎０２９‐２９８‐１１１１

粟
原
釣
り
場

第
58
回
つ
り
大
会

日
時
▼
６
月
22
日
㈰
午
前
６
時
～
正
午

※
雨
天
決
行

場
所
▼
粟
原
釣
り
場（
常
陸
太
田
市
粟
原
町
）

釣
法
▼

⃝

釣
ざ
お
に
よ
る
釣
法
で
、釣
ざ
お
の
数
は

１
人
１
本（
リ
ー
ル
ざ
お
の
使
用
は
禁
止
）

⃝

釣
り
餌え
さ
は
、食
わ
せ
ね
り
餌
、生
餌
を
使
用

費
用
▼

⃝

一
般　
　
６
０
０
円

⃝

中
学
生　
２
０
０
円

⃝

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
か
た　
２
０
０
円

※
小
学
生
以
下
、
75
歳
以
上
、
茨
城
県
内

水
面
遊
漁
証
ま
た
は
久
慈
川
漁
業
協
同
組

合
の
鑑
札
を
所
持
し
て
い
る
か
た
は
無
料

そ
の
他
▼
無
料
の
貸
し
釣
ざ
お
も
あ
り
ま
す
。

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

問
商
工
観
光
課
商
工
観
光
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

夏
期
短
期
小
学
生
水
泳
教
室

低
学
年
教
室

時
間
▼
①
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

　
　
　
②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

対
象
▼
小
学
１・２
年
生

中
・
高
学
年
教
室

時
間
▼
①
午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分

　
　
　
②
午
後
２
時
45
分
～
３
時
45
分

対
象
▼
小
学
３
～
６
年
生

共
通
事
項

期
間
▼
７
月
23
日
㈬
～
８
月
８
日
㈮
の
水

～
金
曜
日
（
全
９
回
）

定
員
▼
各
30
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

受
講
費
▼
４
千
円
（
開
講
式
後
キ
ャ
ン
セ

ル
の
場
合
、
返
金
不
可
）

※
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
方
法
▼
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム（
い
ば
ら
き
電
子
申
請
・
届

出
サ
ー
ビ
ス
利
用
）

※
電
子
申
請
が
利
用
で
き
な
い
場
合
は
、

な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋｙ
Ｆ
Ｍ
公
園
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
▼
６
月
３
日
㈫
～
17
日
㈫

注
意
事
項
▼

⃝
申
込
者
数
に
応
じ
て
抽
選
ま
た
は
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⃝

６
月
27
日
㈮
ま
で
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
受
講
費
の
支
払
い
方
法
や
当
落
結
果

（
抽
選
に
な
っ
た
場
合
の
み
）

な
ど
、
今
後
の
手
続
き
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⃝

申
し
込
み
は
、
市
内
に
在
住
、
在
学
の

か
た
を
優
先
し
て
受
け
付
け
ま
す
。

⃝

医
師
に
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
る
か
た

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

�申
問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

（
な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋｙ
Ｆ
Ｍ
公
園
内
）

☎
０
２
９
‐
２
９
７
‐
０
０
７
７

※
月
曜
日
休
園（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

第
56
回
水
戸
市
芸
術
祭

　
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
創
る

こ
と
、
表
現
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
、
す
ば

ら
し
さ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
▼
11
月
18
日
㈫
ま
で

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
水
戸
市
文
化
交
流
課

☎
０
２
９
‐
２
９
１
‐
３
８
４
６
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水
戸・歴
史
に
学
ぶ
会
講
演
会

日
米
開
戦
と
銃
後
の
守
り

ー 

ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
迫
り
く
る
真
珠

湾
攻
撃
を
知
ら
な
か
っ
た
の
か 

ー

日
時
▼
７
月
13
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や

講
師
▼
仲
田
昭
一
氏

定
員
▼
１
０
０
人（
申
し
込
み
不
要
、
当

日
先
着
順
）

参
加
費
▼
３
０
０
円
（
資
料
代
な
ど
）

問
水
戸
・
歴
史
に
学
ぶ
会
事
務
局

☎
０
９
０
‐
８
０
３
８
‐
２
０
８
７

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の

書
き
方
講
座

日
時
▼
６
月
27
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や
研
修

室
4
・
5

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た

内
容
▼
行
政
書
士
に
よ
る
、相
続
、遺
言
を
含

め
た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
書
き
方
講
座

※
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、
事
務
局
で

用
意
し
ま
す
。

定
員
▼
40
人
程
度
（
申
し
込
み
不
要
）

費
用
▼
無
料

主
催
▼

（公社）
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

問
行
政
書
士
原
田
優
事
務
所

原
田
☎
０
２
９
‐
２
１
２
‐
４
３
２
１

※
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

精
神
保
健
福
祉
基
礎
講
座

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

日
時
▼
７
月
５
日
㈯
午
前
10
時
15
分
～
午

後
３
時
30
分

※
昼
食
は
、
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

場
所
▼
（福）
は
ま
ぎ
く
の
会　
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
ふ
わ
り
２
階（
ひ
た
ち
な
か

市
馬
渡
５
５
８
‐
１
）

定
員
▼
30
人
程
度

※
申
し
込
み
人
数
が
５
人
以

下
の
場
合
は
中
止

受
講
費
▼
無
料

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
限
▼
６
月
27
日
㈮

そ
の
他
▼
事
業
所
の
見
学
・
作
業
体
験
も

可
能
で
す
。（
希
望
の
場
合
、別
日
に
実
施
）

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�申
問
（福）
は
ま
ぎ
く
の
会　
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
ふ
わ
り　
高
橋
・
鈴
木

☎
０
２
９
‐
２
１
９
‐
８
１
５
５

母
子
家
庭
等
自
立
促
進
講
習
会

介
護
職
員
初
任
者
研
修

期
日
▼
８
月
２
日
～
12
月
13
日
の
土
曜
日

（
８
月
23
日
、
10
月
４
日
・
18
日
、
11
月

１
日
・
15
日
・
29
日
を
除
く
、
全
14
回
）

※
レ
ポ
ー
ト
提
出
が
４
回
あ
り
ま
す
。

時
間
▼�

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
▼
当
連
合
会
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
水
戸
市
八
幡
町
11
‐
52
）

対
象
者
▼
今
後
就
労
を
希
望
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
母
、
父
、
寡
婦
で
、
全
日
程
出

席
で
き
る
か
た

定
員
▼
20
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

受
講
料
▼
無
料
（
別
途
資
料
代
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
加
入
料
あ
り
）

※
条
件
を
満
た
す
か
た
に
は
、
交
通
費
の

一
部
支
給
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
▼
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
申
込
書
は
、
市
こ
ど
も
課
ま
た
は
当
連

合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
▼
７
月
３
日
㈭
（
必
着
）

託
児
▼
２
歳
以
上
小
学
生
以
下
の
託
児
を

利
用
で
き
ま
す
。（
要
事
前
申
し
込
み
）

�申
問
（福）
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
母

子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
８
４
９
７

FAX
０
２
９
‐
２
２
１
‐
８
６
１
８

〒
３
１
０
‐
０
０
６
５

水
戸
市
八
幡
町
11
‐
52

ひ
ぬ
ま
あ
じ
さ
い

ま
つ
り

　
色
と
り
ど
り
の
傘
を
使
っ
た
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
や
風
鈴
の
音
色
で
涼
し
さ
を
感
じ

る
空
間
な
ど
、
五
感
で
あ
じ
さ
い
を
楽
し

め
ま
す
。

期
間
▼
６
月
14
日
㈯
～
７
月
13
日
㈰

イ
ベ
ン
ト　
６
月
29
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
４
時

場
所
▼
涸
沼
自
然
公
園
（
茨
城
町
中
石
崎

２
２
６
３
）

問
茨
城
町
商
工
観
光
課
（
茨
城
町
観
光
協

会
事
務
局
）

☎
０
２
９
‐
２
４
０
‐
７
１
２
４
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募
集

四季のうた

　

　

公式SNS・メールマガジン
SNS でも市からの情報を配信し
ています。ぜひご利用ください。

facebook
那珂市

LINE
那珂市役所

X（旧Twitter）
@naka_city

Instagram
いぃ那珂暮らし

メールマガジン
情報メール一斉配信サービス

※配信内容（選択式）です。

菅
谷
保
育
所

「
世
代
間
交
流
」会
員
募
集

活
動
期
間
▼
６
月
27
日
㈮
～
令
和
８
年
１

月
14
日
㈬
（
年
４
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時

場
所
▼
菅
谷
保
育
所

対
象
者
▼
年
間
を
通
し
て
２
回
程
度
参
加

が
可
能
な
か
た
（
年
齢
制
限
な
し
）

内
容
▼
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど　

募
集
人
数
▼
10
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
限
▼
６
月
16
日
㈪
～
26
日
㈭

�申
問
菅
谷
保
育
所

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
４
４

令
和
７
年
度
市
特
産
品

ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
募
集

対
象
商
品
▼
次
の
い
ず
れ
か
１
つ
に
該
当

す
る
も
の

⃝

那
珂
市
産
の
農
産
物
を
原
料
と
し
た
加

工
食
品

⃝

市
内
で
製
造
さ
れ
た
加
工
食
品

⃝

那
珂
市
産
の
農
産
物

⃝

那
珂
市
産
の
原
材
料
を
使
用
し
た
工
芸
品

⃝

市
内
で
製
造
さ
れ
た
工
芸
品

⃝

那
珂
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
工
芸
品

※
申
請
は
１
事
業
者
に
つ
き
１
商
品

申
請
期
限
▼
７
月
４
日
㈮

審
査
に
つ
い
て
▼
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
推

進
協
議
会
に
よ
る
実
物
審
査
（
９
月
中
旬

に
実
施
予
定
）

※
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�申
問
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
事

務
局（
商
工
観
光
課
内
）

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

う
ま
い
も
ん
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
参
加
店
募
集

　
那
珂
市
産
農
畜
産
物
を
用
い
た
産
品
開

発
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。意
見
交
換

な
ど
も
行
い
な
が
ら
、将
来

的
に
各
店
舗
や
直
売
所
な
ど

で
の
販
売
を
目
指
し
ま
す
。

対
象
▼
開
発
し
た
産
品
の
販

路
拡
大
に
意
欲
の
あ
る
、
飲

食
店
や
菓
子
製
造
事
業
者
な
ど

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

第 20 回那珂市文化祭 市民投句作品
那珂川柳会　選

木　
村
　
　
尚

野
菜
高
切
れ
端
混
じ
る
今
日
の
汁

菊　
池

美　
里

お
品
書
き
並
ぶ
野
菜
も
器
量
よ
し

海　
野

涼　
一

じ
ゃ
が
芋
も
ね
ぎ
も
野
菜
は
今
大
事

伊　
達

麻　
美

新
鮮
な
野
菜
を
食
べ
て
出
る
元
気

吉　
成

雅　
江

野
菜
作
り
家
族
の
為
と
精
が
出
る

綿　
引

正　
子

鍋
の
中
お
い
し
さ
競
う
野
菜
た
ち

田　
尻

淳　
子

生
き
て
い
る
野
菜
の
パ
ワ
ー
貰
い
つ
つ

圷

ふ
み
子

肌
と
つ
や
ワ
タ
シ
野
菜
に
負
け
る
か
も

悦　
子

首
伸
ば
し
出
番
待
っ
て
る
野
菜
カ
ゴ

久
保
田

献
立
に
悩
み
ス
ー
パ
ー
三
周
目

鈴　
木

明　
子

在
り
し
日
の
母
思
い
出
す
夏
野
菜

桑　
沢

直　
亨

選
挙
戦
結
果
横
眼
の
野
菜
高

木　
村

由　
美

料
亭
の
今
日
の
食
材
貴
賓
席

綿　
引

け
い
子

ど
う
生
き
る
野
菜
も
高
値
年
金
日

木　
村
　
　
尚



区分・採用予定人数 区分 資格

❶ 事 務
一般行政事務

若干名

A 昭和 55年４月２日から平成 15年４月１日までに生まれた、学校教育法による
大学（短期大学を除く）を卒業または令和７年９月末までに卒業見込みのかた

B 昭和 55年４月２日から平成 19年４月１日までに生まれた、学校教育法による短期
大学（専門学校を含む）・高校を卒業または令和７年９月末までに卒業見込みのかた

社会人
経験者

次のいずれにも該当するかた
⃝�昭和 55 年４月 2日以降に生まれた、学校教育法による大学・短期大学（専門
学校を含む）・高校を卒業したかた
⃝�令和７年９月末現在で、民間企業、国・地方公共団体などでの実務経験を５年
以上有するかた

❷ 土 木
土木に関する業務

若干名

A 昭和 55 年４月２日以降に生まれた、学校教育法による大学（短期大学を除く）
を卒業または令和７年９月末までに卒業見込みのかた

B 昭和 55年４月２日から平成 19年４月１日までに生まれた、学校教育法による短期
大学（専門学校を含む）・高校を卒業または令和７年９月末までに卒業見込みのかた

社会人
経験者

次のいずれにも該当するかた
⃝��昭和 55 年 4月 2日以降に生まれた、学校教育法による大学・短期大学（専門
学校を含む）・高校を卒業したかた
⃝�令和７年９月末現在で、民間企業、国・地方公共団体などでの土木工事、測量
および設計に関する実務経験を５年以上有するかた

❸保健師
保健師業務

若干名

A 昭和55年４月２日以降に生まれた、学校教育法による大学（短期大学を除く）を
卒業または令和７年９月末までに卒業見込みのかた

B 昭和55年４月２日以降に生まれた、学校教育法による短期大学（専門学校を含む）
を卒業または令和７年９月末までに卒業見込みのかた

共通事項▶保健師資格を有するかた

注
意
事
項
▼

⃝

申
し
込
み
は
、
１
つ
の
職
種
に
限

り
ま
す
。

⃝

採
用
予
定
人
数
は
、
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

⃝

社
会
人
経
験
者
に
お
け
る
実
務
経

験
と
は
、民
間
企
業
、国・地
方
公
共
団

体
な
ど
に
お
い
て
１
週
間
に
つ
き
30

時
間
以
上（
休
憩
時
間
を
除
く
）の
勤

務
を
１
年
以
上
継
続
し
て
就
業
し
た

経
験
を
指
し
ま
す
。複
数
の
就
業
経
験

が
あ
る
場
合
、そ
れ
ぞ
れ
の
就
業
期
間

は
合
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

１
つ
の
事
業
所
に
お
い
て
満
１
年
に

満
た
な
い
就
業
期
間
は
除
き
ま
す
。ま

た
、休
暇
、休
業
、休
職
な
ど（
育
児
休

業
を
含
み
、産
前
産
後
休
暇
は
除
く
）

の
た
め
、３
か
月
以
上
継
続
し
て
職
務

に
従
事
し
て
い
な
い
期
間
は
、実
務
経

験
か
ら
除
く
も
の
と
し
ま
す
。

⃝

欠
格
事
項
に
該
当
す
る
か
た
は
受

験
で
き
ま
せ
ん
。詳
細
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�申
問
総
務
課
職
員
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

試
験
に
つ
い
て
▼

�

第
１
次
試
験　

期
日
▼
７
月
１
日
㈫
～
14
日
㈪
の
う

ち
、
任
意
の
日

場
所
▼
全
国
の
Ｓ
Ｐ
Ｉ
テ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

が
整
備
さ
れ
て
い
る
自
宅
な
ど

内
容
▼
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
方
式
（
共
通
）

第
２
次
試
験

期
日
▼
８
月
上
旬

場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）

内
容
▼
第
１
次
試
験
合
格
者
の
み

⃝

集
団
討
論
（
事
務
の
み
）

⃝

個
人
面
接
（
共
通
）

⃝

身
体
検
査
、
資
格
調
査
（
共
通
）

※
第
１
次
試
験
合
格
者
の
発
表
は
、

市
役
所（
本
庁
・
瓜
連
支
所
）前
に
掲

示
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

ほ
か
、
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
（
７

月
中
旬
～
下
旬
予
定
）。

申
し
込
み
に
つ
い
て
▼

申
込
方
法
▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
い

ば
ら
き
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス

利
用
）

申
込
期
間
▼
６
月
４
日
㈬
～
27
日
㈮

令
和
７
年
10
月
１
日
採
用

令
和
７
年
度
市
職
員
採
用
試
験

12



夏
休
み
期
間

市
内
各
公
立
学
童

保
育
所
入
所
児
童
募
集

対
象
児
童
▼
保
護
者
が
就
労
な
ど
の
理
由

に
よ
り
留
守
家
庭
と
な
る
小
学
生　

保
育
期
間
▼
７
月
19
日
㈯
～
８
月
30
日
㈯

（
日
曜
日
、祝
日
、８
月
13
日
～
15
日
を
除
く
）

保
育
時
間
▼
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時

（
午
後
７
時
ま
で
延
長
保
育
可
）

定
員
▼
い
ず
れ
も
若
干
名

費
用（
１
人
当
た
り
）▼

⃝

保
育
料　
　
　
１
日
５
０
０
円

⃝

延
長
保
育
料　
１
回
２
０
０
円

⃝

保
険
料　
　
　
８
０
０
円

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付

※
申
込
書
類
は
、
こ
ど
も
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
５
月
30
日
か
ら
取
得
で

き
ま
す
。

申
込
期
間
▼
６
月
16
日
㈪
～
20
日
㈮

（
期
間
厳
守
）

※
毎
日
で
な
く
て
も
、
定
期
的
に
利
用
す

る
か
た
は
、
夏
休
み
入
所
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

�申
問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

▲５月30日公開

期
日
前
投
票
所

立
会
人
募
集

　
期
日
前
投
票
に
お
い
て
、投
票
お
よ
び
投

票
事
務
が
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
確
認

し
て
い
た
だ
く
、立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
は
登
録
制
と
し
、
実
際
の
選
挙
が

近
づ
き
ま
し
た
ら
、
登
録
者
の
中
か
ら
立

会
人
を
選
任
し
ま
す
。

立
会
日
▼
選
挙
期
日
の
告
示（
公
示
）の
翌

日
か
ら
投
票
日
前
日
ま
で
の
希
望
す
る
日

※
状
況
に
よ
り
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

立
会
時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

立
会
場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）ま
た
は
総
合

セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

資
格
▼
選
挙
権
を
有
す
る
か
た

報
酬
▼
国
の
基
準
に
基
づ
き
支
給

応
募
方
法
▼
窓
口
受
付
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル

応
募
期
間
▼
随
時

�申
問
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

FAX
０
２
９
‐
２
９
８
‐
０
９
４
４

〒
３
１
１
‐
０
１
９
２

福
田
１
８
１
９
‐
５

soum
u@
city.naka.lg.jp

　
　
　

四季のうた

那珂短歌会 片岡　明　選

風
の
吹
く
静
峰
公
園
ガ
イ
ド
す
る
我
を
た
た
え
る
御
衣
黄
さ
く
ら

海　
野

宏　
幸

体
調
も
徐
々
に
戻
り
し
春
の
宵
夫
と
二
人
で
小
さ
な
宴

大　
森

勝　
代 

柔
ら
か
き
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
食
み
な
が
ら
植
え
た
る
と
き
の
夫
を
偲
ぶ
ぬ

り　
え

兼　
子

「
世
の
中
の
動
き
を
詠
め
」
と
言
っ
た
師
は
百
二
歳
で
逝
く
桜
咲
く
日
に

　
　
壽

小
野
瀬

夕
暮
れ
の
家
路
を
急
ぐ
学
生
を
駅
前
通
り
の
新
緑
つ
つ
む

大　
内
　
　
系

富　
子

石　
川

海
風
を
受
け
て
綿
毛
を
飛
ば
し
お
り
岬
の
丘
の
ダ
ン
デ
ラ
イ
オ
ン

早
苗
田
に
さ
ざ
波
の
立
つ
風
の
な
か
早
く
も
ツ
バ
メ
ひ
ら
り
と
飛
べ
り

佐
久
間

秀　
帆

犬
連
れ
て
少
女
が
野
道
走
り
ゆ
く
背
後
に
小
さ
き
風
を
立
て
つ
つ

片　
岡
　
　
明

５月 26日号13

市ホームページでは、行政・
災害などのさまざまな情報を
お届けしています。

Ｇ…グループ 　
　…申し込み・申請・応募・届出
問…問い合わせ
…Eメール

�申
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春
の
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

４
月
23
日
、那
珂
地
区
防
犯

協
会
は
、春
の
地
域
安
全
運
動

の
一
環
と
し
て
、
那
珂
警
察

署
、地
区
分
会（
戸
多
、芳
野
、

木
崎
、瓜
連
）お
よ
び
女
性
分

会
と
合
同
で
防
犯
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
カ
ス

ミ
瓜
連
店
、
ウ
エ
ル
シ
ア
那

珂
瓜
連
店
の
来
店
客
に
チ
ラ

シ
や
啓
発
品
を
配
布
し
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
詐
欺
を
は

じ
め
、住
宅
侵
入
窃
盗・自
動

車
盗
難
な
ど
犯
罪
被
害
の
防

止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　自治会のお祭りや地域のイベントなど小規模な催し
でも、コンロや発電機、ストーブなどの対象火気器具
等を使用する露店等を開設しようとする場合は、事前
に管轄の消防署への届出が必要です。

対象火気器具等▶�気体・液体・固体燃料を使用する
器具、電気を熱源とする器具

※詳細は、市ホームページでご確認ください。

※�近親者によるバーベキュー、幼稚園の餅つき大会などの
相互に面識があるかたが参加する催しは届出対象外
※不明な点がある場合は、消防署にご相談ください。

※�住宅用消火器、水バケツ、エアゾール式簡易消火用具は
認められません。

※�型式失効しているもの、使用期限切れのものは認められ
ません。

※腐食、変形、破損などの不適切なものは認められません。

　対象火気器具等を使用する露店等を開設
する場合、消火器の設置が義務付けられて
います。
　対象火気器具等を取り扱うかたが１店舗
につき１本、「業務用10型（最低でも６型以
上）」の消火器を準備し、設置してください。

まち那珂トピックス春
の
な
か
づ
く
し

　

３
月
15
日
、地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
八
子
結
奈
さ
ん

と
、
ざ
き
キ
ャ
ン
プ
企
画
代

表
の
小
松
﨑
翔
太
さ
ん
の
共

同
企
画「
春
の
な
か
づ
く
し
」

を
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド・
ゴ
ル
フ
場
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
市
内
事
業
者
の
物
販
や
薪

割
り
体
験・
短
編
映
画
制
作

な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

行
わ
れ
、イ
ベ
ン
ト
参
加
者
制

作
の
短
編
映
画
が
始
ま
る
と

歓
声
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

イベントで火気器具を取り扱うかたへ

露店等の開設届出 消火器の準備

お忘れではありませんか？イベント前の届出と準備

問市消防本部予防課　☎ 029‐295‐2114



情報掲示板 ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

今号の表紙

　今号の表紙は、八重桜まつり
の会場で撮影した写真です。
　多くのかたが来場し、イベン
トやお花見を楽しみました。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

環境に配慮した
植物油インキを
使用しています。

広告掲載のお申し込みは、行財政改革推進室まで。　※広告の内容は、市が保証や推奨をするものではありません。

納期限▶６月30日

問収納課収納G
☎ 029‐298‐1111

※�市税の納付には、便利で確実な口
座振替をご利用ください。

６月の納税

善意銀行
ご協力ありがとうございました

◦市県民税（普通徴収）・ ・・１期
◦介護保険料（普通徴収）・・２期

企業版ふるさと納税による寄付

企業版ふるさと納税を活用した寄付
を頂き、ご支援に対して感謝の意を表
するため、４月28日、感謝状を贈り
ました。
頂いた寄付金は、「農業で稼ぐ」いぃ
那珂プロジェクトに活用していきます。

中央技術㈱ から寄付

問農政課農業振興G　☎ 029‐298‐1111

問政策企画課地方創生G　☎ 029‐298‐1111
�過去の寄付企業に
ついてはこちら▶

企業版ふるさと納税を活用した寄付
300万円を頂き、ご支援に対して感謝
の意を表するため、４月28日、感謝状
を贈りました。
エネグローバル㈱は、つくば市に本
社を構える太陽光発電所の開発事業
を手がけている会社です。企画、設計、施
工、保守管理までの全工程を自社で担

エネグローバル㈱ から寄付

い、那珂市内にも多くの太陽光パネルを設置し、保守管理を行っています。
頂いた寄付金は、「農業で稼ぐ」いぃ那珂プロジェクトおよび「住まい☆す
まいる」いぃ那珂づくりプロジェクトに活用していきます。

問市社会福祉協議会
☎ 029‐229‐0309

瓜連おはやし保存会
	 1,258 円
匿名	 31,000 円

３月15日～４月14日（敬称略）

県稲作共進会表彰

「令和 6年度第 68 回茨城県稲作共
進会」において表彰された、㈱みねしま
ふぁーむの峯島勝則さん（後台・優秀
賞および県知事賞／写真左）、上金昭さ
ん（後台・優良賞および県農業協同組合
中央会会長賞／写真右）が 2月 26 日、
先﨑市長を表敬訪問しました。

この表彰は、米の安定生産や品質向上および安全安心への配慮などを実践して
いる優良な稲作農家であることが高く評価されたことにより贈られたものです。

５月 26日号15
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問市消防本部予防課　☎ 029‐295‐2114

地震火災に備える

近年の大規模地震では、家電製品の転倒・落下、停電復旧後の通電に伴う火災が
多く発生しています。被害を軽減するために、３つの備えをしておきましょう。

※市消防本部では住宅用火災警報器、感震ブレーカーの取付け支援を行っています。
　対象者などの詳細はホームページをご確認いただくか、お問い合わせください。

那珂警察署からのお知らせ

ハンドサイン運動を推進中です

問那珂警察署　☎ 029‐352‐0110

　ハンドサインとは、通行する車両の運転者に対し、アイコンタクトと併せて、手を上げる、
振る、かざすなど、横断の意思を示す自身の手による全てのジェスチャーをいいます。
　横断歩道を横断する際は、「ハンドサイン」で横断する意思を伝え、車が止まるのを確認し
てから安全に横断しましょう。

横断歩道の手前で減速し、広い視野を確保して、周囲の安全を確認しましょう。
運転者のかたへ

那珂市役所は、ハンドサインモデル事業所です

揺れを感知して電
気を遮断し、電気
火災を予防します

すばやい初期消火
が被害軽減につな
がります

感震ブレーカー
熱や煙を感知して
火災の発生を早期
に知らせます

住宅用火災警報器 消火器
予防 早期発見・早期避難 初期消火




